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立春を

お慶び申

2013

活躍して

全国助産師交

成 24 年度 

師の積極的な

環境の整備 

産の場や助産

産師のキャリ

評価 

娩施設におけ

院・診療所に

産師の適正配

及啓発：助産

滋賀県助産師

産師の技術・

研修会「産科

新生児蘇生法

いいお産の日

滋賀県救急母

滋賀県母性衛

産師キャリア

産師の確保・

高校生対象進

産師に関する

助産師レター

助産師職能集

産期における

近畿ブロック

「周産期にお

助産

     

を迎え、皆様

申し上げます

3 年も助産師

ていただける

交流集会報告

重点事業計

な活用による

産師の養成に

リアパス/助産

ける災害発生

における院内

配置の検討 

産師キャンペ

師職能委員会

・知識の向上

科医療補償制

法 A コース認

日フォーラム

母体搬送看護

衛生学会 平

アアップ応援

・定着推進 

進路説明会参

る情報の発信

ーの発行 3 回

集会開催 

る災害時対応

ク助産師職能

おける災害シ

産師職能

     

におかれま

。 

師職能委員会

よう頑張りま

告 

計画報告】 

る安全で安心

に関する実態

産実践能力習

生時対応に関

内助産システ

ペーンの実施

会報告 

上への支援活

制度再発防止

認定講習会 

ムへの参加 

護情報提供書

平成 25 年 1

援事業研修と

参加 

信 

回／年 

応の情報発信

能委員会 

シンポジウム

能集会 

  滋賀県

しても、ます

会は、会員の

ますので、よ

 

心な妊娠・出産

態把握 

習熟段階の検

関する普及啓

テムの推進 

施 

活動    

止」 

書」改訂版作

月 26 日発

との連携 

信 

ム」共同開催

県看護協会助

すますご健勝

の皆様に最新

よろしくお願

     

産・

検討

啓発 

 

作成  

発表 

催 

３．

テー

職

示し

混在

をい

テー

産

グル

ため

のコ

事故

グ

ても

４．

テー

 双

科大

償制

クリ

点を

平成 24

産師職能委員

勝のことと

新の情報をお

願いします。

      

グループワ

マ１「『母体

能委員会で

し、意見交換を

在したグルー

ただきました

マ２ ｢事例

科医療補償制

ループワーク

の教育や事例

ミュニケー

故防止になる

グループワー

活発なディ

研修会内容

ーマ『産科医

再発

滋賀

双胎の一般的分

大学での実際症

度の補償対象

ステレル胎児

学びました。

4 年 12 月 15 日

員   VO

伝えし、 

 

     

ーク 

体搬送看護情

作成中の上

を行いました

プでお互いの

た。 

を通して安全

制度ガイドを

を行いました

例毎の検討会

ションの大切

ことを再認識

クでは、各施

スカッション

医療補償制度

発防止のため

賀医科大学産

准教授 

分娩管理、原

症例による違

象症例の特徴

児圧出法の適

。 

日開催 

OL．21  

  

情報提供書改

上記情報提供

た。情報提供

の思いが交差

全な分娩を考

を参考に事故

た。助産師の

会、医師を含

切さが早期対

識しました。

施設間の情報

ンが行われま

度  

めに事故事例

産科学婦人科

 喜多 伸

原因分析報告

違いを比較し

徴と見方、吸

適応と要約、

 

平成 25 年

訂版』につい

供書の簡易版

供側と受け手

差し、多くの

考える｣ 

故事例を提示

の観察力をつ

含めたスタッ

対応につなが

 

報交換ができ

ました。 

例から学ぶ』

科学講座 

伸幸 先生

告書症例と滋

して、産科医

吸引分娩の適

それぞれの

２０１３

年 2 月 

いて」 

版を提

手側の

の意見

示し、

つける

フ間

がり、

き、と

 

滋賀医

医療補

適応、

の留意



さら

るため

にいる

判断で

娩やク

圧出に

して判

切さも

も産婦

ていく

近畿

ポジウ

あり、

日本

周産期

22 都

国的に

れまし

マニュ

スズ

東日本

「病院

力や連

し、災

に対す

日本

遣経験

をトリ

である

神戸

高田昌

の重要

構築す

あると

今後

ぞれの

個々で

らに、再発を

めには、産婦

る私たちが、

で行われる吸

クリステレル

に対して、助

判断し、これ

も教えていた

婦人科診療ガ

く必要性があ

周

 

日時

場所

畿ブロックの

ウムが開催さ

滋賀県から

本看護協会助

期の防災マニ

都道府県から

にマニュアル

した。平成 2

ュアル作成ガ

ズキ記念病院

本大震災での

院の立地条件

連携体制を整

災害教育を充

する支援も今

本赤十字社医

験から災害時

リアージ区域

ることを話さ

戸市看護大学

昌代教授から

要性について

するためには

と強調されて

後も想定をこ

の施設におけ

での備えを十

予防す

婦のそば

医師の

吸引分

ル胎児

産師と

以上危険と考

ただきました

ガイドライン

あるとの声も

周産期にお

災害シ

時：平成 24

：大阪看護協

の助産師職能

され、定員 3

らは 46 名の

助産師職能委

ニュアルにつ

ら 74 施設の

ルの整備が不

25 年には、分

ガイド(案)が

院の八木橋香

の被災体験か

件を把握し、

整えることが

充実させると

今後の課題」

医療センター

時に必要な視

域に置く必要

されました。

学(日本助産

ら、私達自身の

て話されまし

は、現在の取

ていました。

こえる災害が

ける防災マニ

十分にしてい

考えたら主張

た。アンケー

ンによる基本

も聞かれまし

おける 

シンポジウ

年 10 月 27

協会レモンホ

能委員で企画

00 人を上回

の参加があり

委員の宮川祐

ついての報告

のマニュアルが

不十分である

分娩施設にお

が配布される

香津代看護部

からの提言

災害に備え

が重要」「マニ

とともに、被災

と話されて

ーの中根直子

視点について

要性と支援者

 

産師会 災害

の防災への日

した。災害時に

り組みの積み

 

が起こりうる

ニュアルの整

いきましょう

張することの

トでは、助産

本的知識を高

した 

ム 

7 日(土)  

ホール 

画運営したシ

回る参加希望

りました。 

祐三子氏から

告がありまし

が収集され、

る現状が示唆

おける災害対

予定です。

部長の講演で

がありまし

、他機関との

ニュアルの見

災した職員個

ていました。

子師長からは

て、助産センタ

者の自律が重

害対策委員長

日頃からの備

に生きた支援

み重ねが必要

ると自覚し、そ

整備や日頃か

う。 

の大

産師

高め

シン

望が

らは、

した。

、全

唆さ

対策

では、

した。

の協

見直

個々

 

は、派

ター

重要

長)の

備え

援を

要で

それ

から

新

助

新生

れま

病院

加が

験と

まし

助

終了

「実

頼も

“い

助

8 月

入れ

 ま

整

生児蘇生

日時：

場所：

産師職能委

生児蘇生講習

ました。県内

院から助産師

があり、講義

有意義な講

した。 

産師職能主催

後のアンケ

実際の場面で活

しいご意見

いいお産

日時：平成

場所：日本

産師や看護管

に行われた

れの可能性な

助産師の

助産師の

ニーズが

病院の 5

を検討する

診療所の

い。 

出向を可

する事が

助産師出

まとめとして

整えば実現可

☆ 詳細に

2012 年

生 A コース

平成 24 年

大津赤十字

委員会による

習会が開催さ

内の診療所、

16 名の参

義、実技、試

講習会となり

催での開催は

ートでは、「職

活かせるよう

をいただきま

産の日フ

成 24 年 11

本看護協会

管理者ら約

「助産師出向

どに関する調

の就業先は偏

の出向実態が

がある。 

59％が、一

る。 

の 40％が、

可能にする前

が多い。 

出向システム

て、助産師出

可能であると

については日

年 11 月 15

ス認定講習

年 11 月 10

字病院 

る

さ

参

試

り

は今回で2回

職場で伝達講

うに練習して

ました。滋賀

員会では安

出産環境の

後も新生児

続する予定

を取得され

ぜひご参加

ォーラム

月 3 日（土

ＪＮＡホール

100 人が参

向システムと

調査」結果報

偏在している

があり、出向

定条件が整え

助産師の出向

前提は、給与

ムの推進が可

出向システム

と提言されて

日本看護協会

日号を参照

習会開催

日（土） 

回目となりま

講習を行いた

ていきたい」

賀県助産師職

安全で安心で

の提供のため

児蘇生講習会

定です。まだ

れていない方

ください。

ム” 

土） 

ル 

参加しました

と助産実習の

報告がありま

る。 

向システムに

えば他施設へ

向を受け入れ

与や福利厚生

可能である。

ムは、一定条

ていました。

会ニュース

してください

 

ます。

たい」

など、

職能委

できる

め、今

会を継

だ認定

方は、

た。 

の受け

ました。 

には、

へ出 

れた 

に関 

 

条件が 

 

い。 


